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 アシスティブテクノロジー（以下AT）は，医療や福祉の分野に対して工学技

術を応用し，社会的弱者に対する支援を行う技術（支援技術）ですが，支援

機器そのものではなく，支援機器を提供する支援サービスを含んだ幅広い

概念として，今後社会的弱者がますます増加すると考えられる現状におい

ては，介護者の支援も含めたより一層の技術開発が求められています。  

 本講演では，医療福祉と工学との関係やその取り組みとして，支援機器の

簡単な開発事例も交えながら，医療福祉分野におけるATの役割や必要性，

さらにはこの分野を支える人材育成等について紹介いたします。 

 また，これまでのATは，障害者に寄り添うものづくりが中心でしたが，現在

高専機構のGEAR事業として取り組んでいる「介護・医工分野」では，障害者

のワークスタイルやライフスタイルの変革の支援も含め，空間全体をつくっ

ていくことを目指しています。この事業では，障害者就労，医療リハビリ，健

康寿命延伸等を支援するための社会実装や技術者育成を目的としており，

それらについての話題提供もいたします。 
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